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要     旨 

ア. 緒言(目的) 鳥肌胃炎は前庭部を中心に結節～顆粒状の隆起がほぼ均一に認められる Helicobacter 

pylori (H. pylori)感染胃炎で小児および若年女性に好発する。鳥肌胃炎に胃癌、特に未分化型胃癌

が合併する症例が認められ、若年者胃癌の発生母地として注目されている。鳥肌胃炎は前庭部から

胃角部にかけて認めることが多いが鳥肌胃炎に合併する胃癌の特徴は胃体部に発生する未分化型胃

癌と報告されている。今回、鳥肌胃炎と胃体部大弯側に好発する未分化型胃癌との関連および体部

粘膜からの発癌機序との関連解明のため、H. pylori陽性鳥肌胃炎症例と H. pylori陽性で鳥肌を認

めない胃炎症例における胃体部・前庭部大弯組織の組織学的・免疫組織学的検討を行った。                                         

イ. 研究対象および方法 2011 年 1 月から 2016 年 12 月に大分大学医学部附属病院および有田胃腸病

院にて上部消化管内視鏡検査を施行された H. pylori 陽性鳥肌胃炎 30 例（鳥肌群）、同時期に上部

消化管内視鏡検査を施行され、鳥肌群と性年齢を一致させた H. pylori陽性胃炎 30例（非鳥肌群）

を対象とした。両群における背景因子、前庭部及び体部大弯組織の updated Sydney systemによる

炎症、活動性、萎縮、腸上皮化生の各スコア、また抗 ki-67, p53, E-cadherin,8-OHdG各抗体を用

いた免疫組織学的動態の相違を比較検討した。                                         

ウ. 結果 updated Sydney systemに基づくスコアは、胃体部の炎症および活動性が非鳥肌群よりも鳥

肌群で有意に高かった(1.91±0.77 vs 1.58±0.60, p=0.049、0.83±0.81 vs 0.44±00.64, p=0.032)。

免疫染色では、E-cadherin は前庭部体部ともに鳥肌群で発現度が有意な低下を示していた(前庭部



   

1.0±0.62 vs 1.47±0.85, p=0.047 体部 1.16±0.81対 1.48±0.71、p = 0.043)。また P53 labeling 

index 発現は鳥肌群の胃体部で対照群に比して有意に高値を示した(3.06±1.94 対 2.03±1.99, 

p=0.015)。ki-67 labeling indexと 8-OHdGは両群に有意差を認めなかった。                                        

エ. 考察 鳥肌群では非鳥肌群と比較し体部の組織学的な炎症, 活動性スコアが有意に高いことが示さ

れた。このことから鳥肌群では胃体部大弯側において粘膜に対する細胞傷害が強いことが考えられ、

体部大彎粘膜での発癌につながることが示唆される。また今回の結果では、p53 発現が鳥肌群の体

部で高いスコアを示した。p53 は細胞回転を制御する役割があり、癌抑制遺伝子としても知られて

いる。これまでも H. pylori 感染慢性胃炎において p53 発現増加を報告されているが、これは変異

型 p53よりも DNA傷害により野生型 p53の発現が増加している可能性も考慮したものである。今

回鳥肌の体部粘膜において p53 蛋白の増加が非鳥肌に比して見られたことは、鳥肌粘膜における

DNA 傷害の存在が示唆される。E-cadherin は細胞接着に関連する糖タンパクである。E-cadherin

蛋白の欠失は細胞膜透過に関する機能障害につながり、腫瘍細胞浸潤への発展、浸潤の可能性が考

慮されている。今回の結果では、鳥肌胃炎において非鳥肌胃炎よりも E-cadherinの免疫組織学的発

現の有意な低減が認められた。鳥肌胃炎においては、胃炎の段階から既に E-cadherin蛋白の発現に

影響があり、これが浸潤傾向の強い未分化胃癌への進展を来す可能性が示唆された。                                              

オ. 結語 鳥肌胃炎の胃体部では非鳥肌のH. pylori感染胃炎と比較して炎症・活動性が高度であり、p53

蛋白の発現が増加、E-cadhelinの発現が低下していた。これらが鳥肌胃炎における胃体部での発癌

に関与している可能性が示唆された。                                          

                                              

                                              

                                              

                                              

                                                  


